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昭和47年度の海外関係業務をふりかえって

地質調査所における海外関係業務としては海外地質

調査協力室で行なっている業務資料室および標本室が

行なっている資料交換たらびに各研究部課における研

究成果の交換恋どがありここでは当室で行なっていえ

業務をふりかえってみたい.

発展途上国に対する技術協力の重要性は最近とみに

国の内外から強調されている情勢に対応し当室として

は地質調査所のこれら業務の窓口としてその活動範

囲の拡大ならびに充実につとめてきた.当室は各研究

部課の協力のもとに発展途上国に対する専門家派遣

国際機関との協力国内の関係機関との協力ならびに集

団研修などを行なっている.毎年開かれる2つの集団

研修コｰスは第6回を終了しこの間に受け入れた研修

員は120名以上に達しそれらの国々はアジア中近

東アフリカおよび南米などの26カ国におよんでいる.

各国に派遣されている専門家の実績ならびに受け入れた

協同研究員および研修員によりより広く各国における

当所に対する認識を高める結果となり先進国の研究者

との鴇同研究の実施関係要人の来所専門家の派遣要

請研修参加希望者の増加および国際会議への積極的な

参加要請がますます増大の傾向を示している.

研究協力の国際的要請に赤じて昭和48年度に国際産

業技術研究センタｰ(InstituteforTransferofIndust一

･ia1Techn0109y,I工IT)が工業技術院に設置され当

所で従来行なっていた海外活動がより一層推進拡大され

るようになった.当室では4半期毎に海外地質朗報と

して業務の内容専門家からの報告海外ニュｰスなど

を取まとめ関係方面に参考資料として配布している.

1.在外研究･協同研究

本年度は科学技術庁の長期在外研究員として物理探査

部小川克郎技官と地球化学課白波瀬輝夫技官の2名中

期在外研究員として物理探査部中条純輔課長パｰト

ギャランティ研究員として地質部寺岡易司技官が選ばれ

ほかに招へい研究員として鉱床部佐々木昭課長および学

術調査隊に参加の地球化学課倉沢一技官カミ海外に出張し

た.小川技官はカナダ地質調査所において航空機に

よる物理探査におけるデｰタ処理システムを研究のため

昭穐47年9月1目から1カ年の予定で出張した.

海外地質調査協力室

白波瀬技官はオｰストラリア国立大学において火成

岩の同位体地球化学を研究のため昭和47年10月21目か

ら1カ年の予定で出張した.

中条課長は米国の海洋調査船オｰシャノｰグラフア号

による南西一北東太平洋の海洋地質調査ならびに調査船

上におけるデｰタ処理を研究のため昭和47年5月15目

から9月26日までの間太平洋上ならびに米国に出張した.

寺岡技官は西ドイツ連邦地質調査所において中･新

生界の層序および堆積学を研究のため昭和48年1月26

目から1カ年の予定で出張した.

佐々木課長はカナダカルガリｰ大学の招へいにより

安定同位体による地質現象を研究のため昭和47年7月

7目から3ヵ月間出張した.

倉沢技官は東京大学で計画した第2回目のインドデカ

ン高原の地学総合調査に前回に引続いて研究協力者と

して昭和47年12月18目から昭穐48年1月31目までの間

出張した.

2.海外研修員などの受け入れ

集団研修は沿海探査および地下水開発の2つのコ

ｰスでいずれも今年度で第6回を終了した.

沿海探査集団研修コｰスは8カ国から9名の研修員を

受け入れ5月15目～11月16目までの間開催されその

間に北海遣で空中磁気探査仙台沖で海上物理探査なら

びに深海ドレッジなどの実習を行なった.

地下水開発集団研修コｰスは10カ国から11名を受け入

れ8月1目～12月20目までの間開催されその間に常

磐地区で地下水開発のための一貫した実習を行恋った.

個別研修としては地熱開発調査を研修のためチリ

から1名を1ヵ月間物理探査部で地下水開発調査を研

修のためエチオピアから1名を1ヵ月間水資源課狂ら

びに試錐課で受け入れた.

わが国で実施されている当所の業務と関連のある集団

研修コｰスとしては建築研究所の地震工学センタｰお

よび九州大学における地熱開発コｰスカミあり当所から

それぞれのコｰスに講師が派遣されている.

先進国からの協同研究者としてはオｰストラリ

アニュｰジｰランドおよびカナダからそれぞれ1名を�
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沿海探査集団研修(47,5.15～47.11.16)

�国籍�氏�名�所属機�関

ビ�ノレ�マ�T0ET0EMYINT�鉱物開発公社�

ビ�ノレ�マ�HムNTIN�ビルマ石油分社�

台�湾�HNムNJ酬JUANG�中国石油公司��

�エクア�ドル�R.CAB肋ムRPEDR0�総務局�

�インドネシア�SUH畑N0HART0sUK0RAI工一���

��ムRD』0�地質調査所��

ク�メｰル�SIM0NOUM�工業･鉱物資源･水産省��

�マライ�シア�LE0NGKH肥M酬G�地質調査所�

フイ�リピン�MARcELINoA凹L0�鉱山局��

タ�イ�MET百ムAM0RNsIRINU皿0H�鉱物資源局��

工業鉱物資源水産省

地下水開発集団研修(辺7.8.21～47.12.20)

国籍�氏名�所属機関

アフガニスタン�A亘DULRAH蛆ANBADEL�水理地質庁

ブラジル�DANIL0LE虹LUsT0sA�水理局

エジプト�AH㎜EDW鵬wcIRALIM且一�砂漠開発庁

�H皿OUD�

エチオピア�BI趾趾TEw0DRAs�水資源委員会

インド�RA亙EsHM0REs亘w畑A眺一�中央地下水局

�S亙E�

インドネシア�So酬oM0�中部ジヤワ水資源開発局

インドネシァ�So醐ER虹AN�東部ジャワ水資源開発局

イラン�G0LA皿E肋AM1ALEx�水資源管理局

リビア�SムADFABAGELBABATI�水資源開発利用局

ネパｰル�NANDKIs亘o囲AG趾wAL�がんがい水資源局

スリランカ�R畑RAs畑AP畑HYSEL平A一�地質水理局

�BATNム班�

��■■■■

中部ンヤワ水資源開発局

東部ンヤワ水資源開発局

個別研修(47.4.1～48.3.31)

国籍

チリ

ェチオピア

氏名

“征AEIN0Y工cSIMU･

N0YIcNIc0Lムs

EPH肥皿EGUムDE

1研修

地熱開発

地下水開

発

所属機関

地熱利用委

負会

水資源庁

1期間

47,10.1～

���

48.1.1O～

㈮�

経費

国連

佔�

(他にごく短期の研修員数名)

受け入れた.

オｰストラリア科学･工業研究庁のBassBecking地

質研究所に所属のI･B･LA亙醐甲博士は科学技術庁が

招へいした研究者で昭和47年7月10胃～昭和48年2月

9目までの閲鉱床部において黒鉱鉱床について協同研究

を行なった.

カナダWindsor大学地質学教室主任教授のP.S0N-

N酬肥LD博士は昭和47年7月10目～8月26日までの聞

地球化学課化学課および鉱床部の研究者とドロマイト

について協同研究を行なった.

ニュｰジランドOtago大学地質学教室のC.A.LANDIs

博士は昭和47年9月7目～12月20目までの間地質部

において変成岩について協同研究を行なった.

3.専門家派遣

派遣されている専門家は国連の要請またはコロンボ

47年度に派遣された専門家(47,4.1～48.3.31)

氏名j所属��派遣先機関�期聞｣経費�

玉十嵐俊雄�鉱床部�イエｰメンアラブ共和国(経済開発計画調査団)�47.4.7～�OTCA

����㈶�

河野適也�海外室�バキスタン原子カ委員会(ウラン資源開発計画調査�47.5.13～�OTCA

����㈱�

��団)��

沢村孝之助�地質部�タイ･エカフェ(CCOP�48.3.1～�OTCA

��技術顧間)�49.8.31�

村下敏夫�応用地質部�南ベトナムサイゴン市水源�48.3,15～�OTCA

��開発調査�48.3.26�

��■��｣

過年度に派遺され47年度に帰国した専門家

氏名��所属派遺先機関�期間�経費

大沢穰�也質部�サウジアラビア鉱物資源局�44.11.8～�サウジアラ

���47.5.7�ビア政府

平山健�海外室�トルコ地質鉱物開発研究所�45.3.15～�国遠

������

奥海靖�技術部�サウジアラビア鉱物資源局�46.3.16～�サウジアラ

���辿7.9.15�ビア政府

加藤完�試錐課�エチオピァ水資源委員会�46.1.13～�OTCA

������

藤井敬三�燃料部�サウジアラビア鉱物資源局�47.2.27川�サウジアラ

���48.2.26�ビア政府

佐藤良昭�燃料部�タイ･エカフェCCCP�45.8.1～�0TCA

���48.3,31�国連

過年度に派遣され47年度も引続いて派遣されている専門家

氏名��所属派遣先機関期間��経費

高橋清�技術部�サウジアラビァ応用地質学�46.3,20～�ユネスコ

��センタｰ�48.7.31�

加藤甲壬�化学課�サウジアラビア鉱物資源局�46.3.16～�サウジアラ

���49.3.15�ビア政府

桑形久夫�地形課�'一�46.3.16～�〃

������

藤丼紀之�鉱床部�"�46.6.13～�〃

������

番場猛夫�北海遣支所�トルコ地質鉱物開発研究所�46.5.21～�OTCA

����㈰�

河田'清雄�地質部�〃�46,5.21～�OTCA

����㈰�

太困良平�地質部�〃�46.8.9～�OTCA

�����

計画等により目本政府カミ海外技術協力事業団(OTCA)

を通じて実施している技術協力計画により発展途上国

の地下資源開発めための調査に従事している.

国連の要請による専門家として前年度から引続いて

派遣されている地球化学課高橋清技官はユネスコが

サウジアラビアのジッダに設立した店用地質学センタｰ

に2カ年の任期で赴任していたが今年度さらに任期延

長の要請に床えて地球化学的調査研究の指導に当ってい

る..

日本政府の行なう技術協力による専門家が1年以

上の長期にわたり派遣されている機関はトルコ地質鉱

物開発研究所(MTA)サウジアラビア鉱物資源局(DG�
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海外との交流

(43.4～48.3)
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MR)およびエカフェ沿海鉱物資源共同探査調整委員会

(CCOP)事務局の3機関である.

トルコのアンカラにある地質鉱物開発研究所には昭

和41年7月にはじめて当所から炭田地質の専門家が派遣

されその後引続いて金属鉱床探査専門家が派遣され

現在までに当所から6名業界から2名の専門家が派遣

された･今年度に引続いて派遣されている専門家は

当所から3名業界から1名の計4名でトノレコのおも

に銅鉱床開発のための調査に従事している.

サウジアラビア政府の経費によりジッダにある鉱物資

源局に派遣されている専門家は昭和38年9月に第1次

調査団が派遣されて以来引続き今年度派遣中の第6次調

査団までの間当所から34名業界から1名の計35名に

達し同国の鉱物資源開発のための調査に従事している.

調査団の規模は第3次および第4次の7名を最高とし

第6次は4名で編成されている.

バンコクにあるエカフェのアジア沿海鉱物資源共同

探査調整委員会事務局に技術顧問として創設当初の昭

和42年から現在まで引続いて当所から4名の専門家が派

遣され域内国の沿海鉱物資源探査の発展に寄与してい

る.

短期の専門家としてはイエｰメンパキスタンおよび

南ベトナムに計3名が派遣された.

イエｰメンアラブ共和国の農業および鉱物資源調査の

ために派遣された経済南発計画調査団の団員として鉱

床部五十嵐俊雄技官は昭和47年4月7目～4月26目の

間同国で鉱床調査ならびに地質資料の収集を行なった.

パキスタンのウラン資源調査のため派遣された開発計

画調査団の団長として海外室河野迫也技官は昭和47

年5月13目～6月21目の間マクラン海岸地域の自動車放

射能探査を実施した.

南ベトナムサイゴン首都圏の水道施設整備のため派遣

された整備計画調査団の団員として水資源課村下敷尖

技官は昭和48年3月15目～3月26目の間現地において

サク井の監理指導にあたった.

4.I国際会議

国際原子力機構(肚圃A)ウラン探査方法に関するパネルは

昭和47年4月10目～4月1媚までの間オｰストリアの

ウィｰンで開催された.会議には動力炉･核燃料開発

事業団の依頼により鉱床部嶋崎吉彦課長が同事業団の

岡田氏とともに出席した.�



第24回万国地質学会議(鵬C)は昭和47年8月22目～8

月29目までの間カナダのモントリオrノレで開催された.

会議には小林所長カナダのカノレガリｰ大学留学中の

鉱床部佐々木課長および科学技術庁国際研究集会派遣研

究員として地球化学課柴田技官が参加し論文発表など

を行なった.

天然資源の開発利用1二関する日米会議(町JNR)海底地質専門

部会(醐GP)は昭和47年9月25目～10月7目までの

間東京での会議および巡検旅行が行政われた.米国側

参加者は部会長の米国地質調査所海洋地質部長P･D･

SN畑LY博士およびF.H.W州G博士で日本側は部
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会長の岡野企画室長をはじめとして当所関係部課公害

資源研究所海上保安庁水路部および顧問として石油公

団石油資源開発株式会社などから専門家カミ参加した.

アジア沿海鉱物資源共同探査調整委員会(CCO正)歯9回会合

は工1月20目～12月2目までの間インドネシアのバン

ドンで開催された.会議には日本代表の佐野海外室長

ほか3名と特別顧間の早川東海大学教授が日本側から

UNDPのコンサルタントとして小岡東北大学教授(国

際法)および事務局員として派遣中の佐藤良昭技官が参

加した.

日本分光学会

1.昭和48年5月24目

(木)～25目(金)

2.昭和48年度目本分光

学会総会春季講演会

装置都会シンポジウ

ム

3.国立教育会館(東京

都千代田区霞力関)

4.日本分光学会

東京郡新宿区百人町3-22-17

東京教育大学光学研究所社団法人日本分光学会

留(03)362-7881

'I皿ter珊ati0㎜a1SymPOsi皿n10皿V0亙6勘nisIma㎜a

ASS06iate唖腋et汕0g帥egi8

1.昭和48年9月3目～8目

2.火山活動および鉱床生成に関する国際シンポジウム

3.ブカレストノレｰマニア

4.ルｰマニア鉱山･石油･地質省文部省

5.Prof.D.Radu1escu,Fac.Geo1og三e-Geogra丘e,BuL

����������剏���

�

㈮

㌮

に関する会議

����攀

Wor長ingGrouponStratigraphicCorre1ationbetween

�摩浥���慳楮�晴����剥�潮��畧��

��楯��楮����久千��匯���

�湧歯�周����

�㈹�朱����

2.ComコロユitteeforCo-ordinationofJointProspecting

壬｡rMinera1ResourcesinSouthPaci丘｡O任shore

��猨�佐气佐�������楯�

㌮�歡�晡�潮条�

����数琮

2.Co工nmitteeforCo-ordinationofJointProsPecting

forMnera1ResourcesinAsianO丘shoreAreas

����������潮

㌮卩湧慰�攀

1.17Sept.一10ct.

2.Semi㎜ronRemoteSensingMethodsandTechniques

3.Bangko良(Thai1and)

･htem批i㎝a亙Symρosi㎜m㎝UMe㎎r㎝皿dW帥te

Ma皿ageme皿ta皿dArt姐6釧R㏄血age

1.昭和48年9月26目～30目

2.地下廃棄物処理および人工地下水に関する国際シンポジ

ウム

3.ニュｰオノレレァン米国

4.アメリカ石油地質学会米国地質調査所国際水理地質学

会

5.A皿ericanAssociationofPetro1eu皿Geo1o9三sts三P.O.

Box979.Tu1sa,Ok1aho1]ユa74101,U.S.A､

昭和48年に開催されるエカフェ主催の地質･鉱物資源開発

1榊

��㌰捴�

㈮�����由�瑩癥����瑩湧潮�故��

Tectoヰ｡Map(JointECAFE･UNESCO,CGMW)

3.Kua1uLu㎜pur(Ma1aysia)

���っ琮

㈮剥�潮���敲�捥潮�漱�����牡��

sourcesDeマe1opInent,ninthsession

㌮��慌畭�爨���楡�

〔注〕1･開催年月令.会合名3･会場4･主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


